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いちがんまる通信 
 

 

地域協働学校研究発表会 

10 月 19 日に地域協働学校モデル校研究発表会を開催しました。市内の小中学校はも

とより、他市町村からも多くの方々が参加され、上野台小の取組を見ていただきました。 

 

○公開！ふるさと学 

普段から、様々な授業の中で、地域やご家庭の力を借りた「ふるさと学」を実践していま

す。地域で活躍する大人の姿や、自分たちのために集まってくれた大人の姿を見て、子ど

もたちは将来社会で活躍するために必要なことを学んでいきます。 

 

 

○貝ノ瀨 滋 文部科学省視学委員 

全国コミュニティスクール連絡協議会顧問 

  ～講演「地域協働学校の強み」～ 

全国のコミュニティ・スクール(地域協働学校)のパイオニ

アである貝之瀬先生に、7 月のいちがんまる会議に引き続き、

「地域協働学校の強み」についてご講演をいただきました。 

地域協働学校 ふじみ野市立上野台小学校 学校運営協議会だより 

講演より 

・上野台小は地域の多様な協力を得て、地域協働の取組を進めている。児童が様々な価値観や個性に

触れながら学びを深めることは、これからの時代に必要不可欠となる。ふるさと学をはじめとする、

社会に開かれた教育を推進して欲しい。 

・学校運営協議会による「承認」や、「熟議」は地域社会を巻き込み、当事者にする仕組みであり、

持続的な活動を担保するものである。他校は上野台小そのままではなくとも、その「学校運営協議

会」の仕組みを取り入れるところから進めてみてはどうか。 

・地域協働による教員の負担感、多忙化については、戦略的な「選択と集中」によって乗り越えられ

る。また、地域の協力が普通のこととなっていけば負担軽減につながっていく。 

・地域側に立てば、地域協働は自らの人間的成長につながり、生きがい、やりがいとなっていく。 

・学校が口を出しにくい家庭の課題にも、学校運営協議会の議題とすることで、地域から、家庭にア

プローチすることができる。 

 

 

文京学院大の皆さんと 

「手話歌」を歌います。 

ミシンや音楽の授業では 

学校応援団が支援しています。 

地域の商店街の皆さんから

お話を聞きました。 


